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す
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恐

慌
^
利
子
步
含2
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の
關
係 

.
前
述
：
.
の
如
く
、
恐
條
は
貸
借
が
極
度
に
膨
脹
せ
る
隙 

に
雜
生
す
る
現
象
な
る
を
以
て
、
貸
借
：を
犮
右
す
る
刺 

字
步
合
め
高
低
•
が
恐
«
ぜ
密
接
の
關
係
を
有
す
可
き
は 

明
か.
な恐懺と金利との

_
間
は
存
す
る
1

係
は 

夙
に
學
者
の
認
め
^

る
所
に
て
、

マ
丨
シ
ャ
ル.
敎
授
も. 

之
に
就
き
て
論
じV

日
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註.I)

.『

後
段
に
■
於

て
w

m

.が
交
互
に
膨
脹
期
と
沈
靜
期
ビ 

を
有
ず
る
原
因
砮
論
述
す
る
に
至
ら
ば

、
，Jlf
c

l ®
*
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.
,
伸
縮
が
»
_
の
»

«
力

，に
生
す
る
變
動
に
依
b

y
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致
せ
ら
る
V
實
質
上
の
刺
子
步
合.
の
高
低V

J

密
接
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關
系
を
有
す
る
も
の
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.s
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J
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明
か
に
す
る
を
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■
可
し
^

る.
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/

,

マ
ー
シ
ャ
ゲ
氏
は
特
に
恐
慨
と
利
子
涉
合
と
の
.協
係 

の
み
に
就
き
て
論
鼓
す
る
も

の
に
非
す
と

雖
も
、
商
業 

取
引)

の
伸
縮
に
、及
ぼ
ず
利
子
^ :
合
の
影
響
を
云
々
せ
：る
o: 

R
I
#
し
て
、
實
業
界
の
好
景
氣
が
變
じ
て
不
振
で
爲
る 

過
渡
期
に.
發
生
す
る
恐
條
ビ
利.
子
步
合
と
の
關
係
を
考\ 

慮
せ
し
は
明
か
な
ヵ
。‘
而
が
も
、

マ
敎
授
：は
利
子
涉
合|  

?
恐
«
と
の
間
に
存
す
る
密
接
な
る
關
係
を
以
て
物
價
一 

の
騰
貴
又
は
低
落
に
基
づ
ぐ
瑰
象
な
り
と
思
惟
せ
る
が
：j  

如
し
。
如
何
と
な
れ
ば
、
，'
氏
は
言
を
繼
ぎ
て
、、.

其
關
係 

の
戚
因
に
就
&
て
左
の
如
く
前
艰
な
る
說
明
を
加
べ
た 

れ
ば
な
々
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物
馏
が
將
さ
に
騰
貴
せ
ん
€
す
る
：の
形
勢
を
示
^

,
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、人は競ふ金を

^

り
、
之
を
以
て
貨
物|  

を
購
入
し
爲
め
に
物
.價
騰
貴
の
趨
勢
を
肋
長
す
る
に 

至
り
、商
業
碰
ん
ビ
爲
6
、輕
.卒
無
諜
の
取
引
行
は
る 

、>
も
の
な
る
が
、
借
入
資
金
を
以
て
事
業
を
營
め
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潜
は
其
債
務
を
決
濟
す
る
：に
當
6

て
®
際
に
借
用
せ
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も
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然
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と
雖
も
、
繼
て
財
界
の
信
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地
に
墜
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て
物
價
が
低
落
し
始
む
る
に
至
る
や
、
人
は
皆.
な
：貨 

物
を
賣
却
し
て
，價
'値
の
急
激
に
昂
騰
し
つ
、
あ
る
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幣
を
入
手
せ
んV

J

欲
す
る
結
果
^
し
て
、
物
®
技
益 

々
徼
落
し
、
信
用
は
，又
夫
れ
が
爲
め
愈
々
收
縮
す
る 

に'至
る
を
以
て
、
物
價
は
旣
に
下
落
せ
る
が
故
に
11 

に
下
落
す
る
の
傾
向
を
長
期
間
に
ー
且
り
て
持
祿
す
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の
な
0
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即
ち
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シ
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ル
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授
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說
に
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れ
ば
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し
て
‘貨
幣
の
購
買
力
減
少
せ
ばr

偾
務
教
は
不
豫
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の
利
益
を
享
け
、
物
價
低
落
せ
ば
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其
の
反
對
の
现
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を
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ず
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に
萊
る
な
り
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入
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せ
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濟
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於
て
甲
は
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に
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西
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を
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す
る
も
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な
る
が
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に
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に
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た
る
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も
少
额
の
購
買
力 
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返
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ず
る
乙
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な
る
な
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つ
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の
騰
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し
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あ
る
際
に
は
傲
入
資
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を
以
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事
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營
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利
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是
れ
が
爲
'め
、
信
用
膨
脹
し
企
業
.勃
興
す
る
に
至
る
な
一 

i

市
場
金
利
は
勿
論
此
際
幾
分
か
騰
貴
す
可
き
も
、

r 

最
初
其
騰
貴
率
は
物
惯
：

g

騰
の
稅
度
に
及
ばH

:

る
を
常
一

さ

れ
ど
、：

物
债
と
金
刺
と
の
問.
に
存
す
る
此
關
係
を|

 

論
.據
と
し
て
"
恐«

に
對
す
な
金
利
め
：密
接
な
る
關
係\ 

を
高
調
ず
る
：の
み
な
ら
ず
、
後
^
の
暴
騰
が
前
者
を
誘
一 

致
す
る
主
因
な
b
と
カ
說
せ
し
學
潘
ビ
し
て
は
フ
ィ
シ
、. 

ャ
ー
it
を
擧
げ
ざ
る
可
か
ち
ず
。
フ
敎
授
は
其
著
“
1
1
£
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豸
卩
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ゥ
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N,

に
於
て
先
、つ
物
價
が 

何
等
か
の
M

因
に
依
ぅ
騰
貴
せ
る
際
に
其
の
結
*

ヾ
し
し 

て
秫
々
の
現
象.
は
左
の
順
序
を
以
て
發
生
す
る
も
の
な.

鉻
：：

一:
、
物
價
騰
貴
す
P
:
.

第
：ニ
、
利
于
步
合
騰
貴
す
。
3
れ
ど
其
昂
騰
の
裎
度 

充

分

な

ち

す

。
，
，

第
三
、
事
業
利
潤
僧
加
し
、
貸
借
盛
ん
に
行
は
れ
、

:

商
取
引
膨
脹
す
。

第
四
、
螯
座
预
金
は
貨
幣
よ
り
も
比
較
的
多
く
增
加

第
五
、
物
價
益
々
騰
貴
す
。
即
ち
第
一
の
現
象
繰
返 

さ
る
:°
次
忙
第
ニ
、
第
三
^
順
を
追
ふ
て
線
返
さ

斯
く
の
如
く
、
フ
イ
シ
ヤ
ー
氏
の
說
に
據
れ
ば
、
物 

價
の
騰
貴
は
金
利
の
騰
貴
を
伴
ふ
も
の
な.
^
と
雖
も
、
 

後
a

の
騰
貴
#
が
物
價
の
騰
貴
率
に
及
ば
さ
る
結
朵
ビ 

し
て
、
企
業
利
潤
增
進
し
、
利
潤
增
加
す
る
爲
め
に
贷 

借
膨
帳
し
、
很
行
の
貸
付
增
加
は
當
座
預
金
の
膨
腺
を 

來
た
し
、
當
座
预
金
の
搬
脹
は
觅
に
物
價
の
騰
貴
を
促 

進
し
玆
に
興
び
同一

現
象
を
澱
返
す
に
幸
る
も
の
な
ゐ

、
此
循
環
が
到
底
無
限
に
持
續
せ
ら
れ
ざ
る
可
き
は 

か
あ
ぅ
:0
フ
氏
藥
じ
て
日
く
、(

註
四.)

：
. 

『

此
原
因
結
舉
の
循
環
に
因
セ
て
生
す
る
信
用
制
度
ゾ 

の
膨
脹
が
永
遠
無
窮
に
繼
緻
す
る
.」

と
能
は
ざ
る
は 

明
白
な
る

事
實
に
し
て
、
，其
膨
脹
力
た
る
や
遂
に
消) 

滅
す
る
に
至
ら
ざ
る
を
得
^

る
も
の
な
る
が
、
«

膨

：\ 

腺
を
阻
止
す
る
も
0
は
實
に
利
乎
步
合
に
外
な.
ら

す
„ 

前
に
論
じ
た
‘る
異
常
の
狀
態(

物
儇
騰
貴
が
页
に
物j  

價
騰
貴
を
釀
す)

：NJ..V
J

は

利

子

步

合

の

高

騰

緩

慢

な

':ニ 

6
し
が.
故
に
生
じ
た
る
：现
象
な
k
と
す
。
然
り
V
V雖 

も
、
此
刹
率
た
る
や
®

々
た
り
S
は
云
へ
多
少
高
®\ 

し
つ
、
ぁ
り
た
る
も
の
に
し
て
、
a t
昂
騰
が
遂
に
物\ 

惯
の
腮
赀
に
追
及
す
る
の
ー
瞬
時
に
於
て
形
勢
は
沉{ 

に
一
變
す
可
し
。
例
へ
ば
、
若
し
物
偕
が
一
ヶ
卬
西 

分
の
ニ
の
制
合
を
以
て
騰
赀
し
つ
，

ぁ
りV

J

せ
ん
か 

赏
業
界
の
好
段
氣
は
利
子
步
合
が
從
前
ょ
り
も
ニ
步 

上
騰
し
て
物
偾
の
騰
贲
相
殺
す
る
に
至
る
迄
の
み 

繼
M

す

る

、
に

過

ぎ

ざ

.
る
な
り
。
利
子
#
合
の
上
騰
す.

第
十
ご
卷
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ー 1
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雜
' 

錄
恐
慌
ミ
利
子
步
合

.
る
は
銀
行
が
其
交
挪
準
備
く
の
此
較
上
異
常
の
貨
出 

膨
脹
に
#

ゆ
る

こ

ヾ

」

能
は
ざ
'る
を
以
て
、
自
«.
の
策 

V
J

し
て
利
子
^
合
^
引
上
ぐ
る
に.
®
る

も

の

な

.
-
^
と
 

す
。』

と

即
ち
、
フ
ィ

シ
ャ
ー
敎
授
の
說-
に
撖
れ
ば
、
物
價
騰 

貴
の
結
果
、
銀
行
の
貸
出
膨
脹
す.
る
に
至
ら
ば
、
銀
行 

は
自
衛
め.
策
ミ
し
て
貨
付
步
合
^
^
上

ぐ

る

..も

の

な

る 

が
、
フ
庞
ば
市
場
金
利
の
騰
貴
す
る
に
連
れ
て
有
價
證 

券
の
市
惯
が
低
落
し
、
從
つ
て
同
一
の
有
價
證
#
を
擔 

保
と
しV

從

前

と

同

_

の
1#
入
を
爲
す
こ
と
能
は
ざ
る 

の
事
實
を
揩
摘
し
た
る
後
、
页
に
進
ん
で
金
利
の
⑴
上 

が
恐
懢
を
誘
逍
す
る
に
鬼
る
の
經
路
を
論
述
し
て
日
く 

S

五)
.
『

利
子
步
合
の
向
上
す
る
に
從
ひ
、
借
用
證
書
を
戢 

換
へ
て
以
前
と
同
一
步
合
を
以
て
、
同
額
の
借
#
を 

爲
さ
ん
と
豫
期
し
居
^V

し
*

は
其
目
的
を
達
す
乙

と 

能

は

ず

し

て

、

此

济

等

の

.
一

部

は

破

産

の

非

述

に

遭 

遇

す

る

に’茧
る
可
し
。
而
し
て
、
銀
行
ょ
多
領
の

第
£
' 

V
H
九
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爲

し
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偷
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一
驚
の
•

候
}

は
鈒
行
1

ま
の
太
多
數
を
し
て
龈
行
が
此
等
の
龠 

，會
it
謝
す
る(
猶
：出
金
を.
1
1
^
す
§:
乙
t
能
は
ざ
も
可 

し
と
.の
懸
念
を
懷
か
し
；め
、
夫
れ
が
.爲
め
に
M
行
自
_ 

身
が
：不
信
用
の
位
巖
に
立
ち
、
预
金

.生

は

遂

に

預

金, 

の
1

を
請
求
^

る
ド
至
る
对
し
。
如

ち

、
銀
行
は 

支
拂i

f
U

を
耍
す
る
'こ
ど
最
も
切
な
る
時
に
於
て
預 

金
^
取
#

に
逢
.ふ
も
の
な
3

ミ

文

さ

れ

ば

•、
銀
行
ニ 

ほ
支
狒
举
備
の
缺
乏
せ
る
に
因
b

s
貨
出
を
緊
縮
せ 

，ざ
る
を
得
ざ
る
な6
。
叙
，利
^
恐
«

的
步
命
に
逄
す 

る
は
實
^
此
際
に
晃
る
瑰
象
な
り̂
す
。
而
炉
も
偾 

務
を
有
ず
る
企
業
家
ば
其
僙
務
を
果
た
ず
爲
め
に
通 

货
を
入
手
す
る
の
必
要
を
威
じ
、
^

^
貨

を

得

る

が
ノ
 

爲
fe
rc
高
率
の
利
字
を
支#

ふ
こ
.ビ
を
躊
躇
せ
ざ
'る 

f

。而
し
て
、此
等
企
の
へ
一
部
ば
到
底
破
産
の
：
 

運
命
•に
遭
遇
す
る
こ
と
を
免
，が
れ
ざ
る
も
^

此
等
企
業
家
の
失
敗
と
共
に
食
出
の
要
求
も
亦
從
つ 

て
‘
減
退
す
可
し
。
庇
物
價
騰
貴
作
用.の
極
點
•現

粥
. .
號

-
8

:
「

金

の

麽

も#
#«:
る

時

に«
の
缺
£
,
後

ト

て

雜

致
 

せ
ら
れ
た
る
破
虜
を
特
徵
ビ
管4
狀
態——

.を
»
し 

'て
恐
備.VJ

云
ふ
。

』

と

.

即
ち
フ
敎
授：

の
說
K
從.
へ
ば
、
物
價
が.
漸
騰
し
つ

y 

あ
る
際
に
、
金
利
も
ま
れ
に
逑
れ
て
昂
騰
す
る
も
の
.な 

れ
'ど
も
、
其
高
進
の
程
度
が
.物
偕
騰
貴
率
に
達
せ
ざ
る 

結
集
.ビ
し
て
、
貨
出
が
異
常
に
膨
脹
し
、
遂
に
龈
行
が 

■自

衛

上

貨

付

步

合
：：

を
：著

し

く

引

上

：げ

.、

贷

出

を

■

す 

る
が
爲
め.
に
、
破
產
者
を
出
'し
恐
«

を
誘
致
す.
る
：比
茧 

る

な

ぅ

。

之

を

要

す

.る

.̂

フ
ィ
：
シ

ャ
.
^
K
は

恐f t
'の
遠 

.
因

及

び

近

因

：を

.
ば

殆

ん

ど

蚤

く

.利

子

步

合

の

高

低

に

之 

を
求
め
ん
ビ
ず
る
も
の
に
し
て
、«

通
に
恐
«
の
主
因 

W

着
做
さ
る
、
所
謂
生
逄
過
剩
又
は
役
資
過
剩
は
恐
®

.

-0
M
因vj

云
ふ
ょ
b
は
寧
ろ
刺
子
步
合
の
騰
貴^
物
，價 

の
®
騰
に
及
ば
ざ
る
ょ
5
4:
ず
る
現
象
V
Jffi
す
可
き
も 

の
な
b 

vli
r
斷
せ
り
6 (.

註
六)

'

-
利
子
步.
合

が

フ

ィ

、ゾ
ャ
ー
.
.
氏

の

カ̂

せ
‘る
か
免
く
、 

恐

懢VJ:

密

接

，の

關

係

を

有

す

る

は

勿

論

：な

b
と
雖
も
、

g

か
も
、1氏
0 .
論
斷
せ
る
^-
如
く
、金
利
步
命
の_

速
並- 

戍
の
み
が
恐
«

を
幾
載
す
る.
原

因

な

り

ビ

_

做
 

し

琢
'4
も

の

な

る
.
，か

。7
氏

の

恐

«

^

を

綿

密

に

批

評 

せ
を
米
國
女
流
鏃
濟
學
潘
の
：
ー.
人
贫
？

、、
一” 
！

ス
：
ル 

1
1

V

•
木
ゾ•
ダ
ラ
ン
ド
女
史
の
横
摘
甘
る
栌
如
ぐ
、(

竦
一 

七
1
物«

の

漸

騰

し

つ

、
ぁ
：る
ぐ

J

き

に

利

子

步

合

の

昂 

櫞

が
■
俏
Q
亂

貴

乘

に

^

^

ざ

る

こ

ミ

あ

る

は

必

令

し 

も
资
^
す

可&

も
の
^
非
ら
ざ
れ
ど
も
、
物
價
の
騰
貴
‘ I  

率
ミ
刹
子
0 ,
騰
貴
率.
.̂ S

'

差
0.
み.
ヵ
企
業
•
矛
勝
^
雄

力|  

す
る•
a

M
因
^
爲
k
延
い
^

事
業
の
勃
興
及
び
®

®
^)

_
脹
釔
識
致
す
る
に
用
?).
も
の
な-
.̂

ミ
の.
フ
ィ
シ.
ヤ
I 

氏

の

談

は

务

少

辦

實

を

：鞔

張

せ

吞

の

.
非
»

を.
免

妒

る>, 

こ

をf t
は
^

る

な-
^
。
ハ#-

 ̂

^

0̂
生

產«

は

金

刹}ノ
 

の

み

に

*

ず

し

て
飞

腺

料

品

の

代®

並

は1

等
も
亦 

翦
耍
な
を
生
產
#

の
^
!

^
と
1̂

す
可
き
も
の
な
る
が 

此
等
の
要
素
も
旣
譽
叫
の
®
格
が
昂
*
^

る
に
連
れ
で. 

驚
貴
女
る
も
馮
騰
貴
#

於
物
：價

办

腾

貴

率

に

及

ば

ざ

る

.

‘
利
^

は

謙

备$

ス
ー
ィ
シ
：
ヤ
，

1
氏
の
‘

路
十
ニ# 

(
一

四
，-
一

 >  

雑
，

錄
恐
慌
と
、利
子
.步
合

1T
述
せ
畚
所
ゅ
«
^
轉̂
じ
.'て，原
料
品
の
價
格
雄
に
赁 

银
に
‘當
-
«む
§
5
と
を
妨
げ
-ず
と
’は
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
女 

史
の
；主
^
な
6
と
す
。
即
ち
、
此
見
.地
^
基
づ
_き
女
& 

は
フ
，
敎

授

の

作
6
し
物
價
.の
騰
貴
の
循
辕
廉
を
左
の
如
：
 

く
'書
，改

む

る

：

乙

ぢ

を

得

可

し

ビ

論
.斷
せ

り

.。

第

I
、

物
®

騰
貴
す
。

.

第.
エ
，、《

§

機
垴
加
す
;°
さ
れ
ど
、
其
增
加
は
'旣
製. 

‘
品.
の.
騰
貴
率.
に
及
ば
：ざ
る.
が.
故
に
、
刹
潤
增
太
す 

第
三
”、
企
業
家
は
：高
率
の
利
潤
に
刺
戟
せ
‘ら
，れ
て
借 

入
を
增
加
す
。1.K

今
。

■

又
は

.

第
一
、.

物
價_

す
？ 

.

,
レ
籍
ー
ー
、
«

銀

高

騰

す

。
’
さ

れ

ど

：、

.
典

率

物

憤

の

：騰

貴 

.

.
I ;
秦
せ
ぎ〉

る
如
飲
に
、
利

增

加

す

？
云
々
。
 

ス
：
氏

の

恐

懺

諭

に

»

す

る

ィ

ン

ダ

.
ラ
ン
ド
女
&
の
此 

.
批
餅
咏
多
少
傾
聽
- t
る
に
値
ひ
^

る
枣
の
f

,<
£:沄
は. 

贫

备

を

得

ざ

る

な

か

？

 

0
h
,
^
M
i
吾
A
は

フ

氏0 

■

論
^

^

承
！！

策
l
:

i
能

は

ぎ

る

忒

同

時

：

1C,
?

'.
第一棚.

一四
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f

i

 

(
m

i
l

)
.

雜
' 

錄
恐
慌
と
利
子
步
合

女
史
の
非
®

も
亦
全
然
.正
鵠
を
得
た
る
も

の
な
b

e

*
 

做
し
酿
き> 
5

J
5:

記
憶
せ
ざ
る
可
：か‘ら
ず
。
如
何
：ビ
な 

れ
•ば
、
企
業
家
が
資
金
を
借
人
れ
事
業
を
搬
張
す
る
は 

企
*

利
渦
が
市
場
金
利
ょ
タ
高
率
にJ-
る
と
- 1

»
せ
し 

が
爲
め
に
し
て
、

フ
氏
が
論
述
せ
る
如
く
物
價
の
.騰
貴 

が
金
利
の
昂
進
率
に
超
過
し
、
■或
は
女
史
の
力
說
せ
る 

が
如
く
、
©

«

の
騰
貴
M

利
子
若
し
く
は
他
の
.生
產
费 

即
ち
原
料
费
文
は
賃
龈
等
の
騰
貴
ょ
り
も
高
率
に
上
れ 

る
.が
爲
ダ
に
非
ぎ
る
を
以
；て
なb

。
勿
，論
、
^
联
保
又 

は

賃

銀

，
の

騰

貴

が

旣

製

品

の

}1
1

貴
に
達
せ
ぎ
る
と
き
は 

製
造
業
の
刺
澗
は
自
ら
增
進
す
可
き
も
、
此
論
旨
は
貨 

物
の
製
造
ビ
は
庶
接
關
係
な
き
辦
業
に
適
用
す
る
乙

€
:

能
は
ざ
る
も
の
に
し
て
、
總

て

の
企
*
に
就
き
て
論
鼓 

,
す
る
場
合
に
は
吾
人
は
常
に
利
潤.
率
と
利_

ビ

の

.關

係
 

.
に
®
き..
を
®

か
^

る
可
か
ら
ず
。
而
しV

、
. .

若
し
各
«
 

の
企
業
に
就
き
て.
論
す
る
ビ
せ
ば
、
菩
人
は
大
體
論
を
ン 

捨
て
、
見
地
を
換
へ
て
椎
趣
を
進
め
ざ
る

を
#
ざ
る
な 

.
令
。
蓋
し
、
車
に
企
業
と
云
ふ
^
錐
^
、
原
料
品
と
勞

.

第.一

號

.
5
ニ

力.V
J.

を
用
ひ
て
貨
物
を
製
出
す
る
所
謂
製
造
1
業
も
あ 

れ
ば
、
原
料
品
半
製
品
又
は
旣
製
品
：の
賣
質
の
み
を
行 

ふ
商
業.
も
あ.
る

.V
J

同
時
に
、
谷
漣
貨
物
の
述
送
の
み
を 

職
分
と
す
る
運
輸
業
本
あ
ザ
て
、
此
等
種
々
の
斟
業
に 

對
す
る
物
價
並
に
賃
銀
等
の
騰
貴
は
自
ら
異
な
り
た
る 

j

影
響
を
與
へ
ざ
る
.を
得
ずO

例
へ
ば
.、
製
造
工
業
に 

\

在
り
て
は
：旣
製
ロ
叩
の
上
騰
が
原
料
品
及
び
質
鈒
の
騰
貴 

\

に
超
過
せ
ば
、
利
潤
增
加
す
可
き
も
、、
物
品
の
製
作
に 

\

關
係
な
く
從
つ
て
歷
人
を
使
役
す
る-」

V
J

比
較
的
少
な 

一
き
商
業
に
在
り
て
は
原
料
品
並
に
賃
銀
の
騰
貴
率
の
如 

j

何
は
殆
ん
^
何
等
の
痛
痒
を
與
ふ
る
こV

J

な
か
る
可
し 

\

而
か
も
、
取
别
貨
物
の
價
格
が
騰
貴
せ
ば
、
商
人
は
從 

一
前
ょ
り
も
多
額
の
利
髀
を
收
む
る
を
得
る」

」

と
あ
り
？

一.
例
べ
ば
へ
假
り
に
一
商
人
が
二
ヶ
年
間
に
一
萬
圆
に
て 

仕

入

れ

た

る

齋

種

の

貨

_

を

一

萬

五

千

圆

に

販

賣

し

五 

,
，
千

圖

の

收

益

を

收

め

つ
ゝ
あ
6

し
が
、
其
貨
物
の
市
價 

へ

二

倍

に

騰

貴

せ

る

が

爲

め

に

、

同

一

數

量

の

同

.
一
貨
物 

を.1

一
离
圓
に
仕
入
れ
三
萬
圆.
に.
販
寶.
す
る
乙
^
を
#
た

うV
J

せ
ん
か
、
收
益
も
陪
加
し
：て
一
离
圆
に.
上
る
可
し
，
 

即
ち
，
#

業
に
於
て
は
取
引
貨
物
の
數
徵
が
減
退
ぜH

 

る
限
う
、
物
價
の
騰
貴
其
物
が
直
ち
に
利
詞
を
增
加
せ 

し
む
る
の
W

向
を
有
す
る
も
の
な
6.
°'
從
つ
て
、
若
し 

此
隨
市
場
利
子
步
合
が
，物
價
ヒ
同
比
例
に
騰
貴
せ
ざ
れ\ 

ば
、
：商
人
が
费
金
を
借
入
れ
事
業
を
擴
張
す
る
に
3>
る\ 

可
き
こ
と
あ
る
は
自
然
0 .
勢
な
り
と
云
ば
ざ
る
可
か
ら
一 

す
。
フ.
ィ
シ
ヤ
|
氏
の
恐
«

論
は
實
に
此
商
業
に
於
讨
る|  

物
價
!̂
利
子
ビ
の
關
係
に
其
論
據
を
置
け
る
な
り
。( .
註

ゾ
 

八)

而
し
て
此
見
地
の
み
；f

論
ず
れ
ば
、
フ
氏
の
恐 

慌
論
は
疋
鵠
を
得
た
云
ふ
を
妨
げh

る
も
の
な 

:

る
が
、
其
論
if
は
製
造
工
業
に
，適
用
す
る
を
得
ざ
る
な
一 

う
、
之
に
反
し
て
、
イ
ン
グ
U
フ
ン
ド
女
史
は
製
造
業
の
狀\ 

態
を
論
據V」

しv

商
*

に

適

用

す

れ

ば

正

し

き

フ

氏

.の 

恐
慌
論
を
非
雛
せ
る
な
卜
。,

此
兩
學
遨
の
恐
te
論
が
相 

客
れ
ざ
る
は
故
な
き.
に

非

ざ

る

な

り

：
。

斯
く
の
如
く
、
景
氣
活
蹓
し
て
次
第
に
恐
憐
を
誘
致 

^
?
に
：至
る
遠
@

に
對
す
‘

フ

氏

の

學

說

は

旣

：に

：
一
弱

站
十
ニ
'怨

(

—
四
三)

0

.

錄
激
慌
と
刺
子
沙
合

點
^
包
'.含

す

る

の

み

な

.ら

t '
、
.利
子
步
合
の
急
激
な
る 

引
上
を
以
て
恐
慽
を
勃
發
せ
し
む
る
導
火
線
な
b
ビ
認 

む
る
フ
氏
の
說
に
も
亦
異
論
な
&
能
は
ざ
る
な
り
。
上 

文
に
引
用
せ
る
フ
氏
の
說
述
に
明
か
な
る
が
如
く
フ
厌 

は
銀
行
が
自
衛
上
貸
付
步
合
を
引
上
げ
た
る
結
果
^
し 

て
、
借
入
寶
金
を
以
て
事
業
を
»

營
せ
る
*
の
中
に
借 

替
を
行
ふ >

〕

と
能
は
ざ
る
爲
め
に
破
産
の
運
命
に
it
® 

す
る
者
を
頻
出
し
恐
槛
を
惹
起
す
る
に
至
る
も
の
な
6 

と
論
ず
れV」

も
、
果
しv

然
る
や
。

若
し
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
の
論
ず
る
が
如
く
、
利
子
步
合 

の
激
騰
が
恐
«

を
勃
發
せ
し
む
る
も
の
な
6

ビ
せ
ば
、
 

急
激
な
る
利
子
の
引.
上
.が
行
は
れ
て

吣
め
て

破
產
著
 ̂

出
ず
可
&
箬
な
る

一
に>.
»
»
は
往
々
之
に
反
し
て
破
產 

者

出

で

て

後

ち

貨

付

步

合

：が

引

：上

げ

ら

る

 
>
>」

と
あ
る 

を
奈
何
せ
ん
。.一

企
業
家
が
破
綻
の
非
運
に
陷
ゐ
る
は 

贷
付
步
合
が
激
騰
せ
る
が
爲
め
に
非
^
し
て
、
寧
ろ
如 

何
程
高
率
の
利
子
を
支
拂
ひ
て

も
借
換
を
行
ふ
能
は
ざ 

，
る

に

起

贿

す

：る

も

0
^
非

ず

や0
此

點it
就

き
パ

I
ト

婼
'一：螨

デ

四
3
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f
 
•.辱 

0.

歐
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雜
.

錄.

I

f

 
I

 

. ̂ 

. 

第 V

钺

I
t

t

命.V
印

.
u

.

.

.

に

寒

ー

零.*
叙
'0
:

融

瓶

靠

ぐ
|

能

は

ざ

.
る

可

じ 

ン

質

！
?

^

^

I

金
'餐

手
^

^

聚

し

、
：
破

產

バ

生
f

 (

恐
S

I

 

I

I

 

m

u

刺

參

パ

^

;

”

^

れ

S

量

S

利
率
の
微
騰
I

.々
す
る
の
‘み
を
以
得
る
所

|

ふ
？

さ
る(

^

は

；：
^

“

^

れ

ザ

I

す
l

l

l

°'
s

l

s

-
十

奮

I

康
I

じ

善

S

.
の
'
J

I

す
る
y

は
の
汉
：̂
次
#

ろ
俄
然
^
止.
せ
ら
t

l

な

，-
業.
家
£
人|

 
ニ
十
割
即
ち.
月
十
|
1

|

に
セ 

一I

ボ
H

 

.
: 

• 

V
: 

1

4
與
I

後

r

ヶ
月
以
I

蒙

業

家

が
’破
康
5

わ

の
.
經
I

し
t

得
I

额
の
损
失
：|

元
利
合
せ
て
清
圆
I

權
8

偾
f

對

す

る

全

資

.，
 

I .
l

&

rt

 
蠡

I :
:

振

出

せ
 

i

l

l

 

i

l

v

i

 

例
^ l
r ?
: s
? £
1 f
i

t 

f
支

&

裹
_

れ

ば

、

破
，綻
の

.
運

命
i

.

圆

の

價

値I

す
I

過
I

る

可

し

&

つて 

ゐ
ら
ざ
る
i

l

る
も
' 
我
U
.

S
借
替
S

ふ.
S

 \

々
の
破
產
は
市
場
肅
渉
合
の
高
低
に
拘
は
ら
す
S

 

企
業
の
命
脈
を
維
持
す
る
は
必
中
し
も\

す

る

こV
J

あ
る
も
の
な
b

と
す-

[

不

ら
f

せ
，

典

企

業

家

は
假
令

年
.五

剡

は
\

勿
論
、
信
用
が
蠻
に
膨
脹
じ
遂
に
金
融
の
逼
迫
を 

i
一

か
！
.
^
:

の

利

子

を

支

拂

ひ

セ

も

你

ほ

借

替

を

斷

行

す

吿

ぐ

る

に

至

ら
ば
、
.
命
融
業
*■
は
自
衛
上
警
戒
を
®

i 

U

こ
^

議

せ
.

I

I

ん
。M
b

と
f

 (

若

し

る
.
の
必
要
I

じ
、
科
子
|

上
げ
®
出
を
緊
縮
す
る 

43

释
K
家
が

S
•に

# '

独
業
裁
間
に.
於
て
K
偾
務
腐
ゎ
能
結
染
と
し
て
、

A

務
の
仏
替
か
一
尾
&

萬
と
®
'
^
後

'紅

ぎ

i
s

f

-

i

か

、孽

r

務
播
し
セ
充
分
I

資
f

有
す
|

す

ら
藍
の

.

割
一
一
卜
⑶
の
高
利
を
提
供
す
ふ
％
も
？
舊

偾

務

以

決

濟

憂
i

を
見
る.1

2
至
を
H
i

あ
り
。
況
ん
や
、
‘資
鹰
に
比

し
て
:̂
额
の
偾
務
を
有
す
务
事
槳
家.に
於
て
を
や
。
然 

6
,と
^
も
、
菩
人
の
看
過
す
可
か&
ざ
.る
i
.と
.は
*

®
. 

が
®1

1節
に
於
て
吾
人
0
指
摘
せ
§
如
く
利
子
引
.上
以 

外

®:
々
の
原
因
に
依
^

o

て
發
生
す
る
て
€
あ
り

^r 

.金
' - 

利
の
激
騰
以
外
に
於
て
も
勃
發
す
るC
A
Jあ
る

の

：；}
事
へ 

な
り
^
す
。
杏
な
、
金
利
別
上
以
外
の
減
因
に
依
：
&
て
歸
； 

,致
せ
ら
れ
た
る
破
產
の
續
發
が
却
.っ
七
余
刺
潋
勝
の
紙 

因
た
る
乙
^
あ
i
。

從

つ

て

、

金

利

の

急

激

.な

る

?!
^
': 

が
恐
«
を
截
起
す
る
こ(£
:

あ
る
と
同
時
に
、
恐
«
に

侬| 

.り
て
誘
^
ぜ
^
る̂

-
乙̂
ミ
-も
あ

る

な

.
-
^
'
。

 

| 

:
要
す
る
に
、:利
子
涉
合
の
暴
騰
は
斯
く
の
如
ぐ
恐«

と
密
接
な
る
關
係
を
有
す
冬
も
の
.な
る
が
、
孰
れ
が
原
：
 

因
^
し
て
孰
れ
が
結*
な
^
^
0斷
言
す
.るM

 VJ

能
は
.ざ| 

.る
な
り
。
.喺
此
兩
潘
は
相
前
後
しa
つ
.相
關
聯
し
て
.發 

注
す
る
现
豪
な6
ミ
云
ふ
を#
る
”に
過
ぎ
.ず
。
.
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■

鐵
四
節
苺
國
の
恐
慌
を
蕤
藺
銀
行
の 

.

i j
l l

#
合

前
述
@
如
ぐ
、
余
刺
*
合
は
©:
憐
ミ
.密
接
の
關
係
を 

¥
 
f

の.
に
し.
で
、
恐«

に
は
金
利
騰
貴
の
他
：ふ
' ̂

常
態
S
す
れV」

も
、".
金
利
0
劍
上
«
_

的
に
恐
«
を 

霞

し

、
又
恐
懺
は
赏
に.
必.
ず
し
も
金
利
暴
臟
の
直
锬
，
 

的
影
響
，/

」

しV

發

生

.す

る

現

象

に

外

な

ら

ず

ヾ

し

斷

言

す

, 

第一

城

,



十二港ニ四六

)

雜

錄

恐
慌
と
利
子
^
合

る
こ
，ヒ
を
得
ざ
る
な
り
。' 
而
か
も
以
上
恐
«

举
萍
，-7
步 

合
の
關
係
に
就
き
て
開
陳
せ
る
识
説
は
寧
ろ
抽
象
的
推 

理
に
迎
け
る
一
斷
定
に
し
て
、
從
つ
て
其
說
が
正
鵠
を 

呀
た
る
a

解
な
る
か
不
ぃ
や
を
知
る
に
は
歷
史
上
の
事
實 

に
之
を
徵.

る
可
か
ら
ず
。
是
れ
故
に
、
予
は
最
後 

に
十
九
1!
1*
紀
中
英
國
に
於
て
勃
骰
せ
し
主
な
る
恐
«
が 

英
1̂
很
行
の
割
引
步
合
と
如
何
な
る
關
係
を
冇
せ
し
か 

を
®
取
に
指
摘
し
て
、
本
篇
に
論
述
せ
し
所
が
如
何
な 

る
猊
度
迄
史
K

K
侬
b
て
支
持
さ
る
、
も
の
な
る
か
を 

示
さ
ん
ビ
欲
す
。
予
の
椎
>i
*
に
對
す
る
説
說
マ」

し
て
# 

に
英
國
の
恐
條
ど
英
i i
飯
行
の
割
引
步
合
と
の
關
係
を 

選
び
た
る
は
、

一
方
に
於
て
偷
敦
が
十
九
世
紀
中
世
界 

の
金
融
市
*

の
中
心
た
6
.
し

關

係

上

英

國

の

恐

慌

は

世 

界
的
の
货
義
を
苻
せ
し
ビ
又
一
方
に
於
て
は
金
融
界
の 

中
傻
と
し
て
の
英
蘭
鈒
行
は
他
國
の
中
央
銀
行
に
比
し 

■ v

優i

の
地
位
を
占
め
、|

其
の
金
利
政
策
は
金
融
界
並 

に
夫
れ
を
®
じ
て
商
工
業
界
の
死
命
を
制
す
る
の
權
威 

を
*«
せ
る
4

の
な
る
が
故
な
む
ビ
す
？

‘
婼

ー

號

m

六
j

一
八
ニ
，五
年
の
恐
*

英

ii
龈
行
が
千
八
西
四
十
四
年
の
ビ
丨
が
條
例
の
規 

定
に
$
き
て
一
定
額
の
保
證
準
備
に
對
す
る
發
狞
額
以 

外
に
兌
換
券
を
發
行
す
る(£
き
に
は
同
額
の
正
貨
を
引 

換
^
備
ビ
し
て
保
布
す
る
の
制
度
を
碓
立
せ
し
以
後
に 

|

於
け
る
最
初
の
恐
條
と
し
て
は
千
八
西
四
十
七
年
の
恐 

\ 

Sを
擧
げ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
、
金
本
位
實
施
後
に
於 

\

け
る
最
初
の
辦
例
ど
し
て
は
千
八
西
ニ
十
五
年
の
恐«

|

に
之
を
求
め
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
.。
蓋
し
英
國
は
千
八 

:

,百
十
六
年
中
金
本
位
制
を
施
き
又
千
七
西
九
十
七
年
以 

\

來
兌
換
钇
停
止
せ
し
英
蘭
银
行
は
千
八
西
ニ
十
ー
年
疋 

\

貨
引
換
を
|^

始
し
て
ょ
~
^
金
银
殊
に
金
貨
及
金
地
企
の 

|

流
出
入
は
莳
接
偷
敦
金
融
市
場
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ 

」
し
、
從
つ
て
英ff
i

M

行
の
金
利
政
策
が
英
國
に
於
け
る 

金
融
の
繁
閑
と
益
々
密
接
の
關
係
を
荷
す
る
に
至
れ
り 

と
看
倣
す
こ
と
を
妨
げ
ざ
れ
ば
な
ト。

.

.

.千

.八
首
ニ
十
五
年
の
恐
憐
は
同
年
士1月
中
做
敦
金 

'
融
市
場
を
製
ひ
た
る
も
の
な
る
が
、
其
の
遠
因
は
南
米

諸
阈
殊
に
ァ
ゲ
，ジ
、

H

ン
’

ン
に
對
す
る
無
謀
の
投
資
並 

に
內
國
に
於
け
る
W
業
の
勃
典
に
之
を
求
め
ざ
る
を
得 

ず

::
0
英
國
に
於
け
る
货
物
の
生
產
额
は+
八
世
紀
の
後
. 

半
ょ
6
十
九
11
!
;紀
0
初
葉
に
1:
5'
產
業
革
命
並
に
ナ
ポ
へ 

レ「

ォ
シ
魅
部
中
®
み

に

增

加

し

、
へ

國

说

資

本

把

餘

裕

を

： 

生
せ
し1

結
®
と
し
て
、;:
.::
英
蘭
鈒
行
の
兌
換
開
始
後
に
：
 

於
け
る
海
外
貨
出
は
頗
る
兵
额
纪
土
れ
る
が
、.其
常
時； 

英
國
に
て
外
偾
を
慕
集
せ
し
國
又
は
都||
]
は
露
W
亞
、 

希
臉
、W
.班
牙
、
ネー

ブ

;-
ス
、
ァ
,
ジ
..
;エ
.ン
2チ
ン
國
の
ブ 

エ
ノ
ス
ァ
ィ
レ
ス
市
等
な

b
V<
*
Jす
'0
就
中
ァ
ル
デ
エ
ン 

チ
ン
_

對̂
し
て
は
英
|1
|
資
本
主
は
取
に
め
偾
の
慕
集 

.に
應

ず

る

の

，
み

な

ら

ず

、

[3
.
:國
に
於
て
英
人
0.
起
圖
せ
• 

し
«
々
の
集
•業
に
對
し
E
额
の
資
本
を
投
じ
た
6
。
其 

常
昉
此
典
和
國
が
英
國
に
於
て
斯
ぐ
の
如
く
人
氣
を
集
：
 

め

し〖

原
闽
は
以
前
两
班
牙
の’領
土
た
り
し
同
國
が
千
： 

八
西
十
ふ
ハ
年
中
獅
立
を
宣
言
し
、
ニ
十
二
年
に
至>
oて 

共
和
國
の
某
礎
を
固
め
し
結
果
と
し
て
英
國
人
の
同
情
，
 

ど
好
奇
心
と
を
惹
跑
せ
し
ー
事
に
存
す
る
も
の
なb
ヾ

J

婼

十

ニ

港

c

pn
七」

雜

錄

恐

慌

と

别

：十
步

<
“

'
看
る
乙
^
を

得

ん

か

。

轉

じ

て

、
.
英

斷

の

國

內

に

於

て 

は
同
叫
に
在
來.
の
企
業
.0
各
1*
類
に
對
す
る
投
資
激
增 

せ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
當
時
に
於
て
特
に
發
達
の
氣
述 

に
_乘

せ

し

窥

船

、

運

河

及

び

鐡

遒

等

の

企

業

勃

'典
し
、
 

ー
ぐ
千
八
西
ニ
十
五
年
の
國
會
に
提
出
さ
れ
し
此
等
の
藥
業 

|
に
對
す
る
特
許
の
請
願
の
み
に
て
も
四
西
三
：十
八
通
に 

達
し
、.
其
中
設
立
を
許
可
さ
れ
し
も
の一

fw
八f

六
件 

に
上
れ
りV

J。

逊
に
此
當
時
に
於
て
訐
«

3
れ
し
谷
«
 

會
祉
の
數
は
六
西
ー
一
十
四
其
の
資
本
總
額
は
三
十
七
億 

)

圆
を
超
過
せ
り
'と
云
ふ
。

一
千八西ニ十五年の恐

«

の
.根
本
的
原
0
と
も
看
倣 

|

す
可
き
此
經
濟
界
の
好
最
氣
を
肋
勢
せ
る
事
情
と
し
V
 

I
.

は
紙
幣
の
增
發
並
に
英1
鈒
行
の
利
子
の
引
下
釔
擧
げ

.

ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
期
間
に
紙
柩
は
頻
り
に
增
«
せ
ら 

:
れ
て
ヽ：

千
八
百i  I

十
五
年
の
流
通
额
は
千
八
西
二
十
ニ 

年
姉
ち
兗
換
開
始
の
寒
年H

比

し

て

三#]
乃

至

四

割

の
 

膨
脹
を
呈
せ
り
と
。.
又
、
英
11
銀
行
の
割
引
步
合
は
千 

七
百
四
十
六
年
五
月
マ
R

に
年
五
步
に
定
め
ら
れ
し
以

. 

笫.1.

號：：  ：：

一
四
七.



奶
十

-

n

怨

へ

一

四
八)

錄

恐

’慌
と
利
不
步
合

來
千
八
W
ニ
十
二
年
六
せ
ー
十
甘
に
至
る
七
十
六
年®

|

回
の
變
M
だ
に
な
か
5
し
に
、’
同H

M
L

分
に
引
下
げ. 

ら
れ
し
が
、
此
步
合
は
恐
慌
の
効
薇
せ
し
千
八
百
ニ
十. 

五
年
迄
維
持
せ
ら
れ
た
り
o

此
紙
幣
の
增
發
C
金
利
の 

'J
l

f
は
實
檠
家
の
み
な
ら
ず
、
有
ゆ
る
赠
級
の
走
恶
 ̂

女
の
投
機
心
を
烦
り
、
其
の
射
倖
心
を
刺
戟
せ
し
が
、

| 

•
典

狀

態

ば

，夫

れ
ょ
り
W
年
以
前
即
ち
千
七
西1j

十
年
前：|  

後
に
英
國
を
製
ひ
し
南
洋
泡
沫
會
社
熟
當
時
の
樂
情
;̂ . 

#
m

た
り
き
。
 

一
 

然
れ
ど
も
、
斯
く
の
如
き
企
業
の
|0
:
#
と
夫
れ
に
伸
；ー
 

ふ
信
用
の
膨
脹
ば
無
限
^
繼
續
す
可
く
も
ぁ
ら
す
、
遂

s  

に
千
八
百
ニ
十
五
年
の
後
半
期
に
於
でI.

大
反
動
を
惹 

:
起
す
る
^

^
り
し
ぞ
是
非
«

け.
れ
。
然
ら.
は
、.
此
恐
I f
..一
 

を
#

致
せ
し
と
も
看
做
す
可
き
辦
情
は
來
し
て
.何

、
 

:

な-Cs

し
や
。

1BI
く
、
疋
貨
の
流
出
並
に
ぎ
事
業
の
失
敗
：.
 

是
れ
な
ち
S
す
。
英
蘭
«
行
か
政
府
の
命
分
忙
基
づ
き 

て.
兌
換
の
停
11
:
1
を
行
ひ
し
千
七
百
九
十
七
年
ニ
.f
l
二
十 

五
H
R
於
け
る
茈
货
m

備

ば

僅

々
千
ニ
西
七
十
一
一
蒗
圓

第

一

號

m

八

な.
ゲ
し
が
、
其
後
疋
貨
保
有
高
は
：增
加
:1
>
て
、
千
八
 ̂

十
五
年
迄
にI

億.
四
千
萬
圓
に
上
6
し
も
、
同
時
に 

英

國

の

對

外

投

資

激

增

せ

る

が

爲

め

に

、

一
一
十
五
：年

.
 

正
貨
の
'流
出
夥
し
く
"
遂
に
同
年
十
二
月
三
十1

H 

に
於
'け
る

英
1 |

鈒
行
の
疋
貨
保
有
高
は
洱
び
ー
一
十
八
年 

前
兌
換
を
停
11
:;せ
る
當
時
と
殆
ん
ど
同
额
即
ち
僅
々
千 

1

一
百
萬
圓
ほ
TF
W

た
P
O 

.金
融
は
其
結
果
と
し
て
大
に 

通
迫
し
、
澌
靛
に
.資
金
を
調
達
せ
ん
と
欲
す
る
奢
並
に 

舊
偾
務
借
換
を
希
蕻
せ
し
袁
は
多
大
の
_
雛
に
邀
遇
せ 

レ
。又
、企
業.
殊
^

ァ
ル
ジ
工
y
チ
ン
共
和
國
に
於
て
企 

_

せ
ら
れ
し
諸
®

の
事
業
は
多
く
其
國
の
氣
候
、
地
勢
、
 

富
源
、
同
國
人
の
嗜
好
等
に
對
す
る
研
究
を
打
は
ず
し 

で
濫
办
忙
w :
«

せ
ら
れ
た
^
も
の
な
る
が
故
に
、
a t
大 

部
分
味
全
然
失
敗
に
歸
し
"
英
國
人
の
夢
想
せ
し
高
率 

の
■.當
は
結
厨
實
現
せ
ら
れ
ず
’
投
資
者
は
多
大
の
損 

失
を
描
く
に
至
ぅ
し
が
V
遂
に
十
二
月
五
日
に
至
b
此 

稱
の
派
外
投
資
に
關
係
せ
し
一
大
手
形
取
引
商
な
る
サ 

彳

ー

.'タ
'
V商
*

先
づ
其
支
挪
を
停
.1
1
:
せ
ふ
を
始
め

.ビ
し

て

、

破&
鑛

出

し

、
：掏
月
十
一
一
日
ょ

-cv

十

七

口

に 

宜
る
一
週
間
に
於
て
恐«
は
淇
極
點
に
達
せ
り
>ヒ
。

此
恐
慌
發
法
に
對
し
て
英
廳
銀
行
低
果
し
て
如
何
な 

る
態
度
を
採
彡
し
か
。
：同
行
は
其
對
抗
策
と
し
て
同
月 

十
三.
日
糊
1̂

步
合
^
四
分
ょ
6
五
分.
杧
引
上
げ
、.
次
で 

ロ
ス
チ
ヤ

ィ

ル
V
家
ょ

々

ニ
ー
西
與
圓
の
金
を
囘
收
し
、
：
 

.
同

時

に

和

傲

及

ひ

^

^

の

諸

倒

ょ

シ

正

貨

を

輸

入

す

ホ 

と
又
：1

方
^
於
て
は
政
府
の
特
許
を
得
て
以
前
禁
止
^
: 

れ

つ

、
あ

り

し

小

額

紙

®

(；

一
；
磅
ビ
ー
ー
磅

)
；

を
臨
時
 ̂

廣
ハ

—

す
^:
等
の
手
®

を
採
み
し
が
恐
®
は
次
第
に
緩
和 

せ
ら
^
た
ぅ
。

,此
等
の
諸
方
策
中
金
刺
の
引
上
敁
金
融
のa
,迫
を
增
. 

進
し
、
他
ば
反
對
に
夫
れ
が
緩
和
を
誘
致
せ
る
の
傾
向

： 

を
有
せ
る
も
の
な
り
と
云
はざ
る

を
得
ず
。
若
む
果
'b 

て
然
ら
ば
，

英
ii
m
行

の

分

利
.K
^

.は
千
八
西
一
一
十

® 

年
の
.恐
«
の

發

生

ビ

其

終

猶

に

對

’し

て

如

何

な

る

關

係 

を
有
せ
し
か
。
惟
ふ
に
同
銀
行
が
千
八
百1
1十
1
#'
中

. 

に

行

ひ

し

割

：引

步

合

の

低

..下は
信
用
|の
膨
脹
を
刺
戟
し
.

绾

十
二
游(

一
四
九)

雜

錄

恐

®

と

刺

子

歩

合

ニ
+

五
年
の
恐
憐
を
誘
致
す
る
に
至
り
し一
副
因
と
看 

做
3
 

.タ
る
を
得
ず
。.
然

ら

ば

、

同

年

士

瓦
十

三
：：：：

に 

行
ひ
し
金
利
の
引
上
は
同
年
め
恐
«
を
惹
起
せ
し
一
近 

因
ビ
認
む
る
可
き
も
の
な
る
や
。
日.く
、
然
ら
ず
ゥ
恐
隙 

.
は
其
金
利
引
上
以
前
に
發
生
せ
し
t

の
に
む
て

、
唯
其 

引
上
が
恐
慌
の
程
度
を
激
甚
なIら
し
む
る
.の
結
果
を
虽 

せ
し
に
過
ぎ
ずV

J

云
，ふ
可
き
が
如
し
。
此
恐
憐
の
導
火 

線
は
金
科
步
合
の
騰
貴
ょ
b

は

，寧
ろ
上
述
せ
る
新
事
業 

.の
失
敗
ビ
J E

貨
流
出
ビ
の
：誘
致
せ
る
金
融
業
潘
の
響
戒 

に
*

、つ
く
信
用
制
度
運
用
の
中
止
に
之
を
求
め
ざ
る
を 

.
得

ざ

る

な

蓋

む

企

業

家

の«

務
腐
行
に
.要
す
.る
資■ 

金
の
借
出
又
は
舊
債
務
の
借
換
が.|

時
不
可
能
と
な
り 

し
結
果
と
し
て
、
第 
一ー«

に
於
て
論
*
せ
し
信
用
綱
に 

包

括

せ

ら

れ

し

偾

權

偾

務

者

の

：_

體

の

一
部
分
が
將
祺 

倒

ム

の

如

ぐ

相

續

い

で

破

：
產

又

：
は

支

»

停
11
:

の
連
命
に
_ 

陷
ゐ
り
し
が
故
なb

と
す
。
若
し
之
に
反
し
て
英
蘭
龈 

行
が
金
利
を
四
分
ょ
も
五
分
は
引
上
げ
し
こ
_
と
.栌
锻
隙 

の
近
闽
な
り
し
上
せ
ば
、
其
步
分
が
維
持
せ
ら
る
ふ

第
|
號

,
 

一pa
九



鲂.
T
s
 

(

5

0)

雜

錄
恐
慌
と
利
手
步
合

は
恐
«

が
繼
續
す
可
'.き
幾
な
る
ね
^
步
合
が|

立
々
，̂f
の 

fc
J I
五
a

迄
即
ふ
約1

.
年
七
ヶ
月
の
長
期
に
瓦
ゔ
:T
0 

撒
か
れ
し
に
も
拘
ら
ず
、
恐
慌g

p
i

な
く
終
熄
せ
る 

を
以
て
«

で
も
、
，
.
千
八
1

ー
+

五

年

の

偷

敦

金

融

界

の 

出
來
取
は
金
利
の
騰
貴
ょ
ぅ
も
寧
ろ
信
州
制
度
の
崩
壤 

杈
侬
b
て
惹
起
せ
ら
れ
た
る
も

の
u

't
v

、
此
信
用
の
；
 

休
尤
は
事
業
の
失
敗
の
誘
致
せ
る
財
界
の
-不
安
に
基
づ 

く
も
の
に
外
な
ら
ず

:̂
云
ふ
を
¥!
當
な
り
と
せ
す
や
。

.

.
■'
;
:
へ̂
八
四
七
年
の
恐
«

:

;
:

;
; ;
千
八
苗
四..十
七
年
の
恐
«:
ば
英
蘭
銀
行
が
千
八
西
四 

十
四
年
の
ピ
1

"
條
例
の
規
定
に
基
き
て
紙
幣
の
發
行 

:?
>
:
營

槳

部

ょ

り

分

離

せ

し

め

、
：
兌

換

制

度

の

W

保
を
實 

行
せ
し
後
に
於
げ
る
最
初
の
恐
慌
ヾ
し
し
て
多
大
の
興
味 

を.
以

て

研

究

せ

ら

る

、
も

の

«

り
。
同
年
に
は
既
に
初 

|辦
に
於
て
支
拂
を
停
止
す
る
者
ぁ
り
1:
、
四
月
及
び
五 

月
に
茧
6

て
破
綻
益
々
增
洳
せ
し
が

.ヽ

«

に
恐
慌
の
狀 

據
を
虽
す
る
に
座
K
y
u
は
八
月
十
九
ロ
に
穀
物
の
輸
入 

に
關
係
せ
し
字
形
商
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
商
會
が
支
挪
を
停

5

m

一
 
艽
〇

.1
}:
せ
：む
ビ
&

に
し
尤
、
其後形不

S
X
爲
り
、
 

九
月
中
に
は
偸
敦
市
場
に
於
て
破
綻
の
運
命
に
徵
遇
せ 

し
冬
の
著
名
の
商
會
の
み
に.
て
も
十
五
を
數
へ
.、
十
月 

に
入
々
て.
は
流
有
の
英
蘭
«

f f
も
警
戒
を
加
ふ
る
の
必 

要
を
認
め1

般
の
貨
出
を
中
止
せ
'る
が
、
同
月
十
八
ロ 

\

リ
：

V

ブ
ー
ダ
市
に
於
け
一
る
有
力
な
る
-0
0 

(R
o

y
a
l  

|

.-
w
a

fro
f  liv

e
r
p

o
s

は
遂
に
支
柳
を
停
止
せ
ざ
る
を 

得
ざ
る
の
羽
目
に
陷
ゐ
り
、
金
融
界.
の
，狀
锻
H
R

「

層 

j

險
惡V

J:

な
り
た
る
が.
爲
：め
に
、
政
府
は
同
月
二
十
五
日 

一
ビ
ー
ル
條
例
を
中
止
し
英
11
银
行
を
し
て
兌
換
を
停
止 

し
て
必
嬰
に
應
じ
正
貨
^
«

を

遛

か

^

し

て

紙

幣

を

增 

\

發
し
以
て.
金
融
の
緩
和
を
圖
>
b
し
め
た
る
が
、
恐
慌
は 

\

即
日
終
媳
せ
6

.

°

’
 

：

一
)

此
恐
憐
に
對
す
る
英
蘭
龈
行
の
金
利
の
關
係
は
如
何 

左
に
®
ぐ
る
は
ピ
ー
ル
條
件
實
施
後
に
於
け
る
英
蘭
銀 

'

行
の
最
低
割
引
费
伶
の
改
訂
表
な
h
S
す
。

'  

.

年

.，
月
.
_
'11
步

合
-.
'
■
繼

锁
n
数
- 

.

J

X
四

四

银

九.‘
;j
•
五.
M
u 

1
K
3 L
' 

.  

H
I
O

 
六

;,
1
八
四
況
年
十
月
十
：六
H

■

:■V  
ニ
ー
：：；
:

ペ
ン 

同

：
,

十
一
月
.
' 

六
-H
三
。
五

—」

':
:
ニ

九

四;:
.

： 

1

八
四
六
*¥
四

3

一
十
七
日
，
::
:
1
一1
。
〇
：
:
:
1
四
〇
:;- 

1

八
四
七
半1  

t
s
-h
ri
lu.
.
:' 

三o:JL
七
.

..同 

'同
刀

二

十

一：

n 

:  
'

四
*
〇

：_

七
七

V

 
同 

'
 .

.
四

刀

八
 

H .........
'

^
'o
:
.

一

 1

九

.
、
同' 

■
.

八'.
月.

五.
.n 
.

5£
®
五
 

五
•
六 

'
同

::
九刀三ナロ山ハ

6

V

二 M

 

同

，
ナ

月

ニ

十

五

^
ぺ

八
*o 

マ

一

八 

間
.
.
：
：
.
.
.
.
.
十

一

月 
ニ...十
二.
M 

七 

へ
同 

十
二
刀
ニ 

m
':-

六
"
〇
：
：

ニ
ー 

同 

ノ 

同

片
ー
ー-f-
H
H
:
,
.
五 
0〇
•:
: 

三
-E

前
表
に
示
す
が
如
く
"

恐
«
の
發
生
せ
し
前
數
年
に 

於
け
る
金
利
は
一
ー
分
五
厘
：乃

至

三

分

五

，
厘

に

し

て

、

其 

低
率
の
割
引
步
合
が
其
當
時
に
於
て
信
用
の
膨
脹.
を
 ̂

進
せ
し
^
想

像

：ず

る

：に

離

か

ら

す

。

.
次
い
で
千
八
商
四〗

：
 

十
七
苹
に
入
&

て
、
金
刺
は
漸
次
引
上
げ
ら
れ
、
恐
«
 

の
激
甚V
J

な
り
し
九
月
^

は
.
遂

に

六
分
，に
逄
し
た
り
き 

年
頭
^
於
对
る
三
分
五
厘
に
澍
し
'て
九
月|  
一
 
ー+
日
に
は 

六
分
，にH

?

上
げ
ら
れ
，た
'る
も
の
な
れ
«'

、
九
ヶ
月
間
に
’

婼
十1.1

翁

a

aL
l
o 

_

錄
恐
慌
と
利
子
涉

^

金
利
は
約
七
割
程
騰
貴
せ
る
な
纟
。
斯
く
の
如
き
割
引 

步
合
の
暴
騰
が
金
融
の
.逼
迫
を
表
示
す
るも

の
な
る
は
 

勿

論

：に
し
：て
、
八
九
雨
.月
中
金
刺
の
引
上
は
其
兩
月
に 

於
け
る
恐
慌
を
誘
致
せ
る一

M
M又
ば

唯

'
一
の
原
因
と 

一
も
看
做
？
れ
ざ
る
に
非
ず
。
然
り
と'*
も
、
玆
に
吾
人 

の
記
憶
す
る
を
要
す
る
は
、
若
し
金
利
の
奔
騰
が
恐« 

の
導
火
線
な
ら
ば
、
英
蘭
銀
行.が
.十
月
ニ
十
五
0

に
兌 

換
を
停
止
し
、
最
低
割
引
步
合
を
八
分
に
引
上
ぐ
る
の 

.み
な
ら
ず
、
實
隙
£
ば
九
分
に
：て
手
形
の
割
別
を
間
始 

し
た
i
後

に

於

て

.、

恐

慌

は

依

然

ビ

し

て

繼

績

す

る

は 

愚
か
、
.益
々
猖
獗
を
極
む
可
き
忙
、
事
實
は
全
く
之
に 

反
し
て
、
十
B
ニ
十
五m.

の
朝
英
蘭
鈒
行
が
ピ
！
ル
條 

\

.
例
の
適
用
を
中
止
し
紙
'條
を
僧
發
し
て
八
分
以
上
の
率 

を
以
て
割
引
を
一
般
に
行
ふ
可
き
.こ
4
を
發
表
す
る
や 

否
や
恐
慌
が
俄
然
終
熄
し
金
融#

が
艰
調
に

復

：せ

る0
. 

一_

に
外
な
ら
ず
。
是
れ，
R
ft
l
り

て
之
を
觀
れ
«'
:、
金 

利
の
高
低
は
：必
ず
し
冬
常
に
恐
«
の
發
生
又
は
典
終
熄 

.の
直
接
的
原
因
に
非
ぎ
る
を
知
る
女
得
ん
か
。.

0

i

 

s

i
 

‘ 

.

.



知

十

二

继(.3 5
1
)

_ 

0

議
と
刺
テ
涉
食

#;
1
媿

敦
し
架
し
で
然
も
.«
'
、

千

八

西

；四
+

七

弗

：の

錄
-«
の 

根
本
的

®
囲
は
何
ぞ
や
日
く
、

*

生
：¥
«.

る
旅
&
は 

之
を
鐵
逍.
の
濫
說
ビ
穀
物
輸
入
の
微
« r
に
'之
を
承
め
ざ 

'，る

を
.#
ず
。
千
八
}1!
四
十
年
^ '.
の
f j
半
K
は

鏹

道

：激

.碰 

ん
に
し
，て
、
©
+
g

、
S

、
六
の
三.
ヶ
年
に
鐡
道U

.

投. 

#
ら
れ
^
,る

資

本

は

干

八

億

I I

に
上
6

.

S»
«四
十
七 

雄
中
に
は
前
半
期
の
み
U
T
ネ

十

三

：億

圓

紅

達

.
し
た
6 

ふ
。
这
れ
ど
、
斯
く
‘の

如

，

餞

繼

永

の

：過

度

の

'膨 

1

到
底
無
事
に
遂.
行
せ
ら
る
、
に
出
な
く
、
旣
に
四 

十
六
年
に
於
て
新
食
社
の
解
散
頻
繁
に
行
は
れ
？
四
十 

七
年
に
入
6

て
.鐵

道

業

の

失

敗

は

益

々

財

界

の

不

安

を 

醸
す
に
茧
れ
纟
。
加
ふ
を
に
、
：四
十
五
ヽ，

六
兩
年
に
於 

け
る
凶
作
は
四
十
七
年
度
に
於.V

穀
物
輸
入
激
增
を
促 

が
し
ヽ
：，
同

年

の

輸

入

额

は

：前

年

め

三

倍

ヽ

前

々
年

の

殆 

ん

ど

七

倍U
達
せ
る
'が
爲
め
、
IE
贺
の
輸
出
頓
に
增
加. 

1>
、
金
融
槳
潘
を
し.
て
诞
に
，：'1
、
層

警

戒

を

加

：べ

し

む

る

：
 

0
赭
染
を
生
じ
穴
る
が
如
し
。
從
つ
て
金

融

.
の

逼

迫

が 

恐
隙
を
諫
致
せ
る
一
厭0
な
る
^
ば
相
違
な
_き
も
、
恐

懺
を
_
成
せ
名
0)
7

_
は

金

利

の

騰

貴

ょ
6
樣
寧
ろ
主
と 

し
で
上
紙
1
:
1
«
の
«
情
.忙
侬
ヶ
1:
馴
致
せ
ら
れ
れ
る
财 

界
の
不
安
に
.基
づ
く
©
出
I割
引

.の

拒

絕

に

之

を

求

む

何 

态
な
^V 。

恐
慌
は
.割
引
步
合
が
騰
貴
せ
し
が
故
に
發
氹 

せ
し
に
非
中
し
て
、
割
引
が
停
止
さ
れ
し
結
果
と
し
で 

勃
修
せ
名
現
.象

'«
り
ビ
す
。

一
八.
五

七
^

の

兹«
 

千

八

苗

五

十

七

年

秋

期

に

發

生

：せ

し

恐

慌

.の

遠

因

は 

_

八

西0

十.
四
年
の._
恐«

ミ
同
じ
く
其.
の
*
數.
ヶ
年
1»-
] 

ベ
に
於
け
各
巨
額
办
鐵
逾
投
資
に
#

す

る

も

の

、

如

し
0 

是

れ

ょ̂

先
き
千_
八
哲
四
十
八
年
中
米
國
»1
抑
に
、
又 

次
：

S
.

で.
五
十一

年
中
英
傾
濠
洲
に
余_

の
#

見

せ

ら

れ 

た
る
結
粜
と
し
て
、
物
：價
は
世
界
一
般
に
騰
貴
す
る
め 

傾

向

を

示

し

、
貨

物

の

生

産

が

夫

：れ
，
か

爲

め

隹

ら

刺

戟 

.
せ

ら

る

、

に

：至

>

た
る
が
、
五
十
六
年
に
は
ク
リ
ミ
.ヤ 

.
$

0
終
局
を
吿
げ
雄
和
が
克
復
せ
も
れ
て
ょ
b
s

英 

國
經
濟
界
は
H

に
：1

層
活
氣
を
呈
-u
、
千
八
西
四
十
年 

ー

代

に

於

け

る

せ

同

じ

く

鐵

遨

熱

熾

ん

と

な

り

、

當

時

其

 ̂.

の
敷
設
に
投
せ
ら
れ
た
る
資
本
は
十
年
前
に
於
け
る
鐵 

虹
業
勃
興
時
代
の
投
資
細
^
殆
ん
ど
比
敵
せ
し
が
如
し 

叉
7

一
 
方
米
&
に
於
て
加
州
金
鑛
の
發
見
は
同
國
西
部 

開
拓
の
氣
述
を
肋
長
し
、.
鐵
道
赚
設
の
新
許
晝
を
剜
戟 

せ
し
が
、
其
資
本
0
大
部
分
ば
英
國
：の
賢
本
家
に
侬
ぅ

. 

て
供
給
せ
ら
れ
た
ぅ
。'.
:
:而
が
も
、
膝
史
は
繰
返
へ
さ
れ 

ざ
る
'̂
#
ざ
b
し
な
幾
多
無
課
の
鐵
遨
計
®
は
失 

敗
に
終
ぅ
て
、
米
■
の
余
融
界
は
夫
れ
が
爲
め
ー
大
打 

骤

を

聚

千

八

'0
五
十
七
：年
の
後
半
期
に
於
て
傲
衍 

の
支
柳
を
停
止
す
る
名g
vsl
數
を
知
ら
ざ
る
の
狀
據
な 

り
し
が
、
英
®
の
金
跑
業
者
.も
功
«
影
1$
を
受
け
'同
奇
. 

十1

月
中
著
名
め
0

行
^

び
手
形
商
相
次
で
破
綻
の
悲 

運
に
陥
ゐ
ぅ
、
形
勢
甚
だ
不«
な
り
し
を
以
て
、
i
 

十

1
?政
府
は
遂
に
ビ
ー
ル
'條
.仲

を

停

此

し

ヽ

英

蘭

鈒 

行
を
しV

最
低
一
割
の
#
合
を
以
て
廣
ズ
割
引
の
請
求 

に
應
せ
し
め
太
る
に
、
恐«
は
直
ち
に
終
熄
せ
$
。
千 

八
西
五
十
七
年
中
妃
於
け
：る1

»
行
_
引
步
合
は
左
. 

の
如
レ
。

第

十

二

怨

2五三.

)

雜

錄

恐
慌
と
利
子步合

年

月

R
. 

步

侖

.
機

敏

リ

数
 

一
八
五
六
年
十
二
月
十
八

H

>*
<
•〇

1

〇
五 

ー
八
3|
.七
¥
四

刀

二

日

-I
.
V五

七

七

へ
 

.

同

.

.
六
' 
月十

八
！：：：

:

六
o〇
.

ニ八
 

同 

七
月
十
六
日

.

iJ
L

i
 

八四
 

同 

十

_
ガ

八

日

六

* 

0、
 

四
 

同 

同
月
十

】

I

n

七ゃ〇

 

七
 

同 

同

月

十

九

因

A

6
 

一七
 

In
i

十1

月
也

H

九
•〇

 

七
 

向 

同
月

十
；！

一日 

一0

0

PM
二
 

.
同
 

十1.

一月

'ニ十四

B

八ャ〇

 

四

千

八

西

五

十

七

年

、

殊
，
に

其

後

半

期

中

©

剡

引

步

合 

.は
ピ

I

ル
«
#
*
*以
來
の
最
高
率
を
示
せ
'る
も
の
な 

る

が

、

典

當

時:̂
於

け

る

金

融

通

迫

の

狀

浞

は

之

れ

に 

依

て

察

知

す

る
^
_か
ら
ざ
る
な
り
。
而
か
も
、
此 

場
合
に
於
て
も
恐
«
を
.誘
：致
せ
し

ff
i
囲

は

金

萍

の

‘暴

騰
 

.
1
6
.も
寧
ろ
信
用
制
度
の
破
壤
：に
之
を
求
めざる
を

#
 

ず

。

如

何

ミ

な

れ

ば

、

其

他

，の

趣

_
に

依
6
て
は
§
 

銀

行

；が

割

引

步

合

を

一

割

、に

引.土
ぐ
る
や
资
や
恐
«
め 

終

熄

せ

も

现

象

を

說

：明

す

そ

J VJ

能
は
ざ
れ
ば
.な
b
o

绾「

1
號

1

3L
三

■



第

十

二

怨(

ー
芄
四)

雜
錄
恐
慌
と
利
+步合

1

八
六
六
年
の
恐
慌 

此
恐
«

は
ォ
丨
\
レ
ン
ド
*、力彳
ネ

1

商
會
の
破
產 

に
起
阁
处
る
も
の
を
し
て
名
あ
り
。
是
ょ
b
先
&
千
八 

S

ハ
十1

ー
年
中
株
主
.
の
«:
限

漬

任

を

规

定

せ

る

株

式

曾 

砒
法
の
#
布
せ
ら
る 
>
や

、
：
會

祉

熟

顿

み

^

熾

烈

と

な 

:

i

六
十
三
年
乃
3>
六
+ :
六
钜
の
四
年
間
に
新
會
社
の
：
 

設

立

せ

ら

る

：
、
も

の

三

千

五

可

に

：

g

ん
と
し
、
六
十
三
、：
 

，四
，
五
郎
中
に
新
會
社
に
投
せ
ら
れ
だ
る
赍
本
は
三
十
: : 

六
僦
圆
に
上
作
&
 w

云
ふ
め
此
新
企
業
の
勃
典
に
際
し 

V
、

愉
敦
に
於
て
最
も
古
き
騰
if
c

を
有
し
且
つ
最
も
有 

力

な

る

竽

形

商

と

し

て

知

ら

れ

た

：る

ォ

ー

V

 V
ン
ド
0 

ガ
ー
子
丨
商
會
は

一
：
.

大
活
蹯
を
試
み
じ̂

、
其
營
業
方
：
 

針
の
聊
か
大
膽
に
失
し
た
る
所
ぁ
ト
だ
る
が
爲
め
、
.:
稍 

々

其

信

用

を

疑

は

る

；

〜

に

；中
：
り

し
?>
:
、
；
.
千

八

西

六

十

六
.  

年
の
五
月
迄
は
辦
無
き
を
将
た
b
き
。
然
る
に
㈣
爿
九 

日
同
商
會
の
保
有
せ
し
或
る.
字
形&

何
等
の
憎
値
を
有
：：
 

せ
ざ
る
も
の
な
る
こV」

の
，剑
明
す
る
や
、
危
機
の
愈
 々

切
&:
せ
：
.
る
に
心
付
き
、
商
ち
に
英
蘭
銀
行
に
對
し
て
I助

第 I 
博

.
,1

:;i
i
.
S
I 

力
を
»
mせ
し
に
、
同
ゎ
の
ir
r
役

は

此]®
#

の

資

產

狀 

態
を
精
査
せ
し
め
た
る#
双
_
求
に
應
じ
_
き
旨
を
囘 

.答
せ
し
が
、
同
商
會
は
遂
に
支
拂
を
停
止
す
る
こ

VJ 

に
定
め
®
十

W
午
後一

一

1

時
之
を
.發
表

せ

此

商

會

の
. 

債
務
は
當
時1-

億
圓
の
茧
额
に
上
.り
し
.を
以
.て
、
输
敦
：
 

金
融
業
者
の
驚
愕
臂
ふ
る
に
物
な
く
、
銀
行
家
手
形
商 

は
狼
狽
し
て
英
!1
銀
行
に
殺
到
し
其
助
力
を
#
ぎ
た
る 

:

も
"
旣
に
現
金
在
高
の
.激
減
せ
.る

同

行

は.!
]
:
む

な

く

資
 

金
の
應
急
融
通
に
對
す
る
請
求
の
大
部
分
を
拒
絕
せ
る 

が
故
に
翌
十 
ー
H
に
は
支
柳
停
止
の
發
衷
を
餘
儀
無
く 

さ
れ
た
る
溝
典
數
を
知
ら
ず
、
信
用
制
度
は
殆
ん
ど
全 

く
破
墩
せ
ら
れ
金
融
市
場
の
混
亂
は
名
狀
す
可
か
ら
ざ 

る
の
形
勢
を
虽
せ
し
が
、
英
蘭
鈒
行
は
遂
に
政
府
の
懲 

S
に
基
づ
き
其
翌
十
二
日g
lr
f
の
限
外
發
行
を
行
ひ
摄 

低 
一
#]
の
步
合
に
て
一
般
の
割
應
ず
る
旨
骰
表
せ 

り
。
典
發
表
は
千
八
!-
1
四
十
七
年
及
び
千
八
西
五
十
七 

:

年
の
恐
慌
に
於
け
る
が
如
く
即
時
金
融
界
を
屯
調
に
復 

せ
し
む
る
の
效
染
を
收
め
ざ
り
し
も
、
恐
慌
は
莳
ち
に

綏
和
せ
ら
れ
た
b
。

.

吾
人
は
オ
ー 

'パ.レ
ン
ド
•
ガ
ー
ネ
：|
商

會

の»'
借

狀 

態
を
«

に
せ
ざ
る
を
以
て
、
英
«
爾
行
が
同
商
會0:
必
.

耍

£
せ
し
援
肋
女
與
广
ざ
ぅ
p
'c
(f
R
就
き
て
'是
非
の 

.判
斷
ヒ
下
す
能
は
ざ
^
も
、

.游
し
同
飯
行
が
其
商
會
の
一 

請
求
を
容
れ
し
な
ら

ば

.？

假

令

恐
K

ば
：絕
體
に
防
遏
す 

る》

し
と
を
得

ず

と

す

る
%;
、
狗
ほ
；其
傭
園
を
局
限
才
る.| 

は

不

可

能

な

も

ざ
;?
)
:し
な

ら

ん
0
'又
、
假
り

に
オ
）

パ| 

y

ン
ド
•
ガ
1

ネ

ー

商

^

は

已
む
な
く

^
殺

し

と

す

る\ 

も

、
.:
ヒ
ー
ル
.條

例

が

同

商

曾

の

破

產

ぜ

る

十

门

に

停

丘

一 

さ
れ
し
な
ら
ば
、
赞

十「

ぼ
の
慘
狀
は
現
出
せ
ら
れ
ざ
丄 

り
し
な
シ
ん
。•
若
し
梁
しv

然

-
と̂
せ
ば
、.
千
八
百
六
，

.

一
 

十
六
年
0
恐
懢
0.
導
次
線
炫
：篇
^
利
_
ょ

り

は

寧

ろ

.割

一 

"
引
.の
激
減
に
之
ふ
求
め
ざ
石
を.得
ず
。

;'
:

.

\ 

一
八
九
〇
年
の
恐
«

■
千
/\
]-
4
九
十
年
の
恐
«

は
實
際
忙
發
生.
せ
し
現
象
ビ.

し
て
ょ
り
は
寧
ろ
未
然
に
防
遏
さ
れ
し
出
來
事V

J

し
て 

特
P.
吾
人
の
注
意
に
値
a:
す
る
も
0
な
ぅv

j

云
ふ
可
^

第

十

二

卷
2

3U
$

雜

錄

恐
it

と
利
子
炎
合
.

か
。
，典
夏
ァ
ル
デ
エ
ン
チ
.ン
國
に
革
命
戰
爭
勃
發
し
同 

國
に
對
す
る

貨
付
に
關
係
せ
し
偷
敦
の
べ
ー
リ
シ
グ
兄 

觅
商
會
は
多
大
の
损
失
を
招
き
た
る
が
、

一
方
に
於
て 

多
額
の
資
金
を
借
入
れ
破
綻
を
豫
防
泔
ん
と
努
め
た
れ 

ど「

其
债
務
は
今
や
合
計
ニ
億
圆
を
超
過
し
、
經
營
颇 

る
困
雛V

J

な
り
、
同
年
十.
1
_
月

に

入

り

て

は

如

何

な

る 

.
細
縫
策
も
其
效
を
葵
せ
す
、
破
產
の
連
命
は
日r

日
 ̂

.
益
々
其1

：

戶
に
切
抱
し
、
遂
に
闾
月
鶬
ニ
の
迥
間
に
至 

り
て.
同
商
會
の
危
機
は一

■般
に
認
め
ら
れr

偸
敦
八
龜. 

1

は
將
さ
に
一
大
恐
槛
に
®

は
んV

J

せ
し
が
、
英
蘭
鈒 

行
は
f

パ
レ
ン
r

ガ
ー
ネ
.丨
商
會
の
破
綻
に
侬
り 

て
誘
致
せ
ら
れ
し
財
界
の
大
波
福
に
®

み
'る
所
あ
り
て 

か
、
他
の
有
力
な
る
偷
敦
姐
行
.の
協
力
を
求
め
て
向
行 

の
盥
理
|の
下
.̂

べ
|
リ
ン
グ
兄.
娘
商
會
を
,«
纖
す
を
11:1 

的
を
以
て
保
證
基
免
を
設
け
れ
^
が
爲
め
、
同
商
龠
ば 

谀
產
の
述
命
に
陷
ゐ
る
こ
と
を
免
が
れ
た
る
の
み
な
ら 

t

〃
 
金
融
界
は
，P
な
ら
す
し
て
漆
常
の
狀
锻
に
復
せ
>
 

即
ち
、
未
然
に
防
が
れ
穴
る
此
恐
懺
も
亦
金
利
の
勝
貴

婼
ー
號• 

m
!l
t



够
S

卷

(m

六〕

‘
雑

錄
 

'
.
恐
慌
と
刺
塞
合

猫 
一
®

、 一

五
ハ

に
依
I
V誘
致
せ
ら
れ
ん
ビ
せ
し
も
の
に
非
中
し
忙、

. 

一
大
商
會
が
營
業
方'針
宜
^
:&
を
得
ざ
名
爲
め
に
破Ml
-
. 

に
_
‘せ
し
結
果
^
し
て
將
さ
に
勃
發
せ
ん^
せ
し
：現

象 

に
外
な
ら
ず
o(

註)

'.
り

:

/

0

本節

1:
說
述
せ
る
與
焚
は
在
と
し
て

wllis T, 

P
o
w
e
l
l
:
T
h
e
.

 

Evolution . of 

the 

Mon.ey. 

M
a
r
k
e
v
.

 L
o
n
d
o
n

 

,1

心 1.5.

並

1- 

.'o

... 

Hulftegger : 

D
i
e

 

B
a'w
k 
v
-o
n England, Zurich 

1
9
1
5
1:
據
；
 

れ
リ
？
尙
ほ
、
英
湖
銀
行
剡
别
涉
合
に
就
旮
て
は

A
.

 

H
.
G
r
b
s
o
n

 

B
a
n
k

 .Rate, L
o
n
d
o
n
:

 191

5ン
か
參
照
せ

第
五
節
：
結

輪

：
.:

之
を
要
す
名
に
恐
®

は
根
本
的
に
論
ず
れ
ば
、
企
業 

の
庇
盛
、
對
外
投
資
等
に
基
づ
く
信
用
.の
M

K
の
膨
脹 

に
依
办
て
誘
致
せ
ら
る
V
7
P
0
に
し
て
、
此
信
用
の
膨 

脹
が
或
る
稲
度
に
達
し
た
る
と
き
に
、
大
規
模
の
取
引 

を
行
へ
る
個
人
又
は
w
ah
が
破
線
の
悲
運
：

4

陷
ゐ
り
な 

ば
"
予
の
所
謂
信
用
網
は
茲
に
：

，一 :

大

龜

裂

を

生

じ

、
.
其
い 

時
迄
緊
張
せ
し
組
織
ば
俄
然
崩
蛾
す
る
に
至
る
な
t
 

從
つV

此
最
初
の
被
綻
の
現
出
は
恐
慌
の
近
因
又
は
導

. 

1
■ 

火
線
^
も
獬
す
る
も
の
な
ら
ん
か
。
而
し
て
、
有
力
な

る

一
商
會
若
し
く
は
會
社
が
支
拂
停
北
の
連
命
に
遭
遇

す
る
は
、
前
節
に
於
て
略
述
せ
し^

®の
®
fo
に
於
て

之
を
觀
る

，」：

と
を
得
る
.が
.如
く
、
高
率
の
利
子
を
提
供

せ
ざ
れ
ば
資
金
の
融
通
を
仰
ぐ
こ
と
能
は
ざ
る
が
爲
め

.に
非
す
し
て
、
寧
ろ
何
等
か
の
理
由
に
依'^
て
*
信
用

地
に
墜
ち
て
利
子
の
高
低
に
拘
ら
す
資
金
の
借
入
又
は

値
務
の
借
替
を
行
a

若
し
く
は
支
挪
の
猶
豫
を
求
む
る

こ
と
を
得
ざ
る
に
起
因
せb
。
勿
論
、
恐
條
に
は
金
融

の
逼
迫
、
金
融
の
逼
迫
に
は
金
刺
の
騰
貴
の
伴
ふ
も
の

な
れ
ど
も
、
單
に
上
文
に
於
て
說
明
：せ
し
英
獨

：

の
事
例
.

の
み
に
依
り
て
斷
定
女
下
だ
し
得
る
ビ
假
宛
せ
ば
、
金

刺
の
騰
貴
は
夫
れ
自
身
に
於
て
必
ず
し
も
偾
務
潘
を
し

で
破
產
せ
し
め
、
從
つ
て
夫
れ
を
通
じ
て
恐
慌
を
誘
致

す
る
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。
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三

田

學

會

雜

誌

第

十

ー
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說

.

十

七

世

紀

の

英

國

に

於

け

る

利

子

論

爭

(

興

のi 

)

八

へ 

凊

r

.
誠

一

1

:(

1)

中
世
€

英
國
呤
於
け
る
利
子
徵
收
@
禁
止 

,William

勝
王
の
英
國
遠
征
は
一
而

.に
於
て
十
宇
軍
：の
性
質
を
具
有
せ
办
、而
し
て

.大
僧
正

.

Lan- 

franc

及
び
聖

1

^

3
 
F
依
：公

V

斷

行

せ
ふ
れ
た

る

敎
會
改
革
は
總
て
此
の
國
に
於
け
る

*
馬

. 

法
王
め
勢
办
を
强
大
な
ら
し
む
る

.に
資
せ
ぅ
。
諾
曼
征
服

0-
以
前
に
狂

k
て
.、Angi?saxQn :

の

.. 

諸
王
は
敎
界
及
び
俗
界
の

法
®
編
貉

に
從
辦
せ
し
，か

‘ミ
自
|

が
僧
正
廷
の

.事
業
を
州
舉

行

廷

第
士〗

怨

2
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論
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け
、る
利
子
#
爭 

猶
ニ
诚 

一


